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お手数ですが、以下の4つのステップで設定を試みていただけますでしょうか。

【STEP0：ソフトの確認】

BASICや VB、C 等のプログラミングソフトまたは弊社製品Veeなどのソフトをお使いの場合は、御使
用の PC へのI/Oライブラリ（ドライバ）のインストールが必要となります。 I/Oライブラリは、弊社の

GPIBカードに付属しております。また、お手元にない場合は、弊社より直接ご購入いただく事も可能
です。

【STEP1：ケーブルの確認】

RS232ケーブルはクロスケーブルを御使用下さい。もしお持ちでなければ、RS232-61601をご購入下
さい。ﾋﾟﾝアサインはマニュアルのP55を参照下さい。 

【STEP2：設定の確認】

次に測定器本体、ソフトウェアを同じ設定にしなければなりません。 (できれば、PC本体（デバイス

マネージャーより COMポートの設定）も同じにして下さい。）

リモートインターフェイスの設定を RS232 にする （測定器本体）

ボーレートの選択（全部） 
パリティの選択（全部） 
フロー制御の選択（全部） 
ポートの選択（PCとソフトウェア） 
以上の設定が同じことをご確認下さい。異なる場合は、変更下さいませ。測定器本体の設定変更につ

きましては、和文マニュアルをご参考下さいませ。

【STEP3：通信不具合の切り分け】

測定器本体とPC本体の通信をチェックするため、Windows付属のハイパーターミナルを使用します。

ハイパーターミナルは、スタートメニューの[プログラム]－[アクセサリ]にあるかと思います。ハイパー

ターミナルでの通信の設定は、御使用のCOMに合わせて下さい。その選択したCOMのプロパティの

ポートの設定を以下のようにして下さい。（もちろんE3631A側のRS232C設定もボーレート9600、パ

リティなし/8データビットにして下さい）

ビット/秒(B):9600
データビット(D):8
パリティ(P):なし

ストップビット(S):2
フロー制御(F):なし

また、コマンドを送る前に、ハイパーターミナルの[ファイル]－[プロパティ]－[設定]のエミュレーショ

ン(E):を自動検出からANSIに変更して下さい。それからその[設定]の[ASCII設定]の中の ASCII送信で、

「行末に改行文字をつける」と「ローカルエコー」をCheckして下さい。 
ハイパーターミナルでのRS232C通信のCheckをする場合のコマンドは、

SYST:REM
で、Enterを押して下さい。

通常に通信が確立できている場合は、以上のコマンドを送信すると測定器のフロントパネルに

Rmt(Remote）のアナンシエータが点灯します。 ハイパーターミナルを使えば、例えばPCと測定器を
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使った測定で動作不良の場合、プログラムの不具合か通信（インターフェイスの不良等）の不具合か

切り分ける事ができます。

以上の設定をご確認いただき、またハイパーターミナルからのリモートが確立できない場合は、電源
の故障の可能性or御使用のPCに不具合があることがございます。御使用のPCを替えて、再度お試し

下さいます様、お願いいたします。また、PCを替える事ができない場合は、GPIB経由でのご運用をお

勧め致します。
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